
様式1　　【運営実績評価】

施　設　名

施設所管課

指定管理者名

１　指定管理者が行う業務

委託業務の
内容

２　施設の利用状況等 単位：人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

５年度 11,914 25,641 26,410 26,562 22,712 12,198 54,291 70,896 23,395 19,110 68,405 15,482 377,016

４年度 8,037 10,218 23,892 14,965 12,526 18,926 32,312 23,713 28,960 11,124 66,468 10,603 261,744

３年度 2,320 2,700 3,400 600 3,397 11,349 11,511 14,961 15,558 6,854 9,853 9,142 91,645

２年度 1,507 1,253 3,133 5,724 8,634 6,422 8,834 12,031 13,054 1,420 12,000 3,860 77,872

導入前 56,528 42,691 41,706 65,421 28,879 56,085 95,868 69,378 106,480 40,922 94,169 88,259 786,386

単位：千円

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

５年度 28,838 13,915 15,109 17,340 23,097 16,985 11,144 14,693 20,016 13,976 10,756 8,446 194,315

４年度 18,903 8,804 15,128 13,725 21,076 17,363 12,085 12,165 17,013 8,112 10,016 5,086 159,476

３年度 6,292 2,336 2,153 9,913 7,820 4,210 8,696 9,297 14,398 5,177 5,142 2,428 77,862

２年度 10,813 -722 2,589 9,522 15,224 3,553 6,334 4,441 6,900 2,866 1,382 2,136 65,038

導入前 21,644 19,943 13,355 25,514 26,508 16,059 24,586 12,332 21,899 19,751 23,196 12,348 237,135

３　利用者からの意見への対応

利用者意見の
把握方法

穴吹エンタープライズ株式会社 指定期間
令和２年４月１日～
令和７年３月31日

１　施設の維持管理に関すること
２　施設の運営に関すること
３　施設の利用の承認に関すること
４　使用料の徴収に関すること
５　その他施設の管理運営に関すること

県からの
委託料

令和２年度　175,030千円
令和３年度　159,050千円
令和４年度　187,830千円
令和５年度　189,150千円
令和６年度　191,570千円

利用者数

使用収入

・ISO10002（苦情対応マネジメントシステム）を導入し、日常的に利用者の意見を積極的かつ広範囲
　に聴取。頂いた意見については、社内会議において情報共有。
・利用者に「顧客アンケート調査」を実施。
・ホームページの問合せフォームからの意見把握。
・利用日の一週間前には、催事名・使用する設備備品・使用する会場追加の有無・疑問点の有無等を
　確認し、利用者の要望を把握。

商工労働部 経営支援課
施設所管課

連絡先
総務・地場産業グループ

087-832-3339

指　定　管　理　者　管　理　運　営　状　況　検　証　調　書　①

香川県産業交流センター（サンメッセ香川） 所在地 高松市林町２２１７－１

令和6年7月19日



・利用申請書への記入をパソコンで入力してメールでやり
取りできるようにしてほしい。

・申請書類をエクセル形式でもダウンロードできるように
し、メールでも申請できるようにした。

・ネット上で施設予約ができるようにしてほしい。
・中・小・特別会議室の仮予約をホームページからできるよ
うにした。

・会議室できれいな画像を映写したい。
・中会議室操作卓をアナログRGB仕様からデジタル仕様
（HDMI出力）に改修を実施。

・各種スイッチなど手に触れるところが気になる。 ・照明スイッチに抗菌フィルムを設置。

・工事の間仕切りがあるため殺風景で圧迫感を感じる。
・レストランの入口案内と合わせ明るい空間演出の壁紙を設
置。

・マイクの衛生状況が気になる。 ・殺菌灯保管庫の設置を実施。

・オンライン会議を併用したいが安定したネット回線がほ
しい。

・2階会議室内でWi-Fiサービスを開始。

・感染症対策を徹底しながら施設利用したい。 ・検温も同時にできるセンサー式の手指消毒を設置。

・換気面が気になる。
・１日４回のエントランス定期換気に加え、各会議室に二酸
化炭素濃度測定器と、除菌機能のある空気清浄機を設置。

・年に１度の利用や、前回の利用から日にちが空いている利用者と打合せを行う際は、前回の利用内容を確認し、その
内容をお伝えすることで、スムーズに打合せができ、安心して利用できるとの評価をいただいた。

利用者からの苦情･要望 対応状況

・来館者に体温測定をしたいがコロナ禍で手に入らず計測
できない。

・非接触体温計およびサーモカメラの貸出を実施。

・職員の対応について、最終確認連絡などの能動的なレスポンスを行っていることや設備利用についての親切丁寧な説
明、利用者ごとに前回の利用の仕方や、設営の方法をもとにアドバイスを行っていることなどを評価していただいてい
る。

利用者からの積極的な評価

・顧客アンケート調査の結果、『全体的満足度』において９０％の利用者が「打合せや下見の際、利用の仕方について
アドバイスをもらいスムーズに利用できた。」「他の利用者の使い方を教えてもらい参考になった。」など、利用に関
して職員からの提案があったことに対して「非常に満足」「満足」と回答、また『推薦意向』も８５％の利用者が、サ
ンメッセ香川を他の利用者へ「非常に推薦したい」「推薦したい」と回答している。加えて、このような『アンケート
を実施し利用者の声に耳を傾ける運営姿勢そのもの』を評価するコメントもいただいた。



４　管理運営状況の評価

項　　目
人事課の

評価

安全性の確保

利用者に貸し出す備品類について
は毎月の定期チェックを行い、適
切に管理している。
また、その他の貸付物品について
は、管理台帳を基に毎年現品照合
を行った上、必要に応じて適宜、
修繕・買い替え等の措置を行って
いる。

県からの貸付物品は適切に管理さ
れており、その管理状況は、毎年
度県へ報告されている。
また、指定管理者が取得した物品
についても、県からの貸付物品と
同様に一覧表を作成するととも
に、複数名で点検を実施するなど
適切に管理されている。

適正な管理運
営の確保の状

況

利用許可

「香川県産業交流センター条例」
「香川県産業交流センター規則」
の利用に係る規定に基づき、公平
かつ平等に利用を許可している。

「香川県産業交流センター条例」
「香川県産業交流センター規則」
の利用に係る規定に基づき、厳正
かつ平等に利用を許可しており、
関係書類の保管状況も適正であ
る。

細項目 指定管理者による自己評価 施設所管課の評価

ＩＳＯ２２３０１（事業継続マネ
ジメントシステム）に基づく防災
訓練を毎月実施し、有事の際、お
客様の誘導等を迅速かつ的確に行
動できるよう取り組んでいる。
さらに、消防局による普通救命講
習を全ての職員が受講し、定期的
に再講習を受けることで、操作・
手順等を適切に対応できるように
し、館内案内板に消火器やＡＥＤ
の設置場所を掲載し利用者にもわ
かりやすくなるようにした。
なお、展示会場を利用する際は、
安全で十分な避難経路の確保及び
非常口の確保等を利用者に案内
し、設営・撤去の巡回時に職員自
らヘルメットを着用するなど、対
策の重要性を啓蒙することで安全
な利用に努めている。
また、大規模改修工事期間におい
ては、利用者に危険が無いよう、
所管課・営繕課・工事業者と定例
会を実施し、安全性の確保に努め
た。
コロナ禍においては定期的な館内
換気の実施やCO2測定器の設置、
多くの人が触れる可能性がある箇
所の定期的な消毒などを行ってい
る。

警備員や職員による適時適切な巡
回や警備が実施されるとともに、
施設の安全点検も定期的に実施さ
れている。
また、多数の来場者が見込まれる
場合には、主催者側にも警備を要
請し、安全面に配慮した取組みを
求めるとともに、指定管理者にお
いても、設営・撤去の巡回時に職
員自らヘルメットを着用するとと
もに、来館者の万一の事故に備え
て賠償責任保険に加入しているほ
か、救命講習の定期的な受講や、
防災訓練を毎月実施するなど危機
管理体制を整えている。
令和２～３年度の大規模改修工事
期間において、利用者に危険が無
いよう、関係者と調整し、安全性
の確保に努めていた。
コロナ禍においては、定期的な館
内換気、消毒等のこまめな対応が
できていた。

物品・備品管
理

A A

建物・設備の
保守点検及び
維持管理

香川県産業交流センターの管理に
関する協定書（以下、「協定書」
という）並びに香川県産業交流セ
ンター管理運営等業務委託仕様書
（以下、「仕様書」という）に定
められた、安全の確保並びに快適
な利用環境の維持、美観の確保
等、施設全般における恒常的な維
持管理を順守すべく、年間計画を
作成し、職員間のみならず、清
掃・警備・防災他委託業者間との
情報共有を徹底し、適切な保守点
検及び維持管理を実施している。
また、同様に設備定期点検につい
ては専門業者に委託し、提出され
た報告書に基づき、修繕・補修等
の適切な維持管理を行っている。
なお、予防安全のため、日常業務
の一環として、開館中、閉館後の
巡回時並びにイベント開始前、終
了時に建物、設備、什器等の目
視・動作確認を実施しており、利
用者に支障が発生しないよう心掛
けている。
臨時駐車場については、区画線の
維持、アスファルト舗装等、修
繕・補修等、利用者が安全に使用
できるよう適切な維持管理を行っ
ている。

施設・設備の維持管理、清掃、緑
地等の管理については、仕様書に
定められたとおり適切に行われて
おり、修繕についても県へ協議を
行った上で、適切に実施されてい
る。
また、それぞれの点検結果につい
て適切に記録、報告が行なわれて
おり、複数名での確認が実施され
ている。
なお、日常業務の一環として、開
館中や閉館後にも巡回を行い、建
物及び設備等の目視、動作確認を
実施するなど日頃から施設運営に
支障が生じないような取り組みが
行われている。
臨時駐車場についても、区画線の
維持やアスファルト舗装の修繕等
利用者の安全に配慮した維持管理
を行っている。



項　　目
人事課の

評価
細項目 指定管理者による自己評価 施設所管課の評価

A

法令等の遵守

関係者間の連絡網、責任者及び警
備担当者との連絡体制など、緊急
時の初動体制が整備されている。
また、緊急時を想定した消防訓練
を年2回実施するほか、ＩＳＯ２２
３０１（事業継続マネジメントシ
ステム）を取り入れた防災訓練を
毎月実施するなど、責任者不在時
を含め、様々な事態を想定した、
職場全体の危機管理体制が構築さ
れている。

県の指示事項
への対応

施設所管課等からの指示事項に対
しては運営管理課長を窓口とした
受動体制を整え、速やかに対応
し、結果報告を行っている。
施設所管課とは、月例報告のほ
か、適宜電話や訪問を行い、意思
疎通と情報交換を密にするように
心掛けている。

県の指示事項に対して、迅速かつ
丁寧に対応し、その報告も適切に
行われており、月例報告について
も期日を遵守し、適切に行われて
いる。
また、現場での判断ができない事
案については、県に相談し、迅速
に対応方針を確認している。

個人情報の保
護

ＩＳＯ27001（情報セキュリティ
マネジメントシステム）に基づい
た運用体制を構築、デジタル個人
情報はアクセス権限を設定し、ア
ナログ個人情報は施錠可能な保管
庫での保管を行っている。また、
本社事業部による情報セキュリ
ティ監査と本社内部監査室による
定期的な内部監査により、個人情
報を含む情報資産について適切に
リスク管理を行っている。
加えて情報公開規程を定め、第三
者から公開の申出があった際は、
規程に則って適正に対応してい
る。

ＩＳＯ27001（情報セキュリティ
マネジメントシステム）に基づい
た運用体制を構築し、個人情報を
含む電子データへのアクセス権を
必要最小限に制限して、個人情報
を含む紙媒体の保管は施錠可能な
保管庫で行うほか、本社内部監査
室による定期的な内部監査等によ
り個人情報を含む情報資産につい
てのリスク管理を適切に行ってい
る。
また、情報公開の申出があった際
は、情報公開規程に則って適正に
対応している。

A
法令等の
遵守等

協定書並びに仕様書に基づき、香
川県産業交流センター条例、同規
則のほか、施設設備の法定点検並
びに消防法等施設運営にかかる関
係法令を遵守し、年間計画を基に
特定建築物定期調査・報告の徹底
等、適切な運営管理に努めてい
る。
また、本社内部監査室による定期
的な内部監査を行い、法令違反の
抑止のための体制を取っている。

県との協定書、産業交流センター
条例・規則、消防法等の関係法令
を遵守するとともに、経理規程、
職務権限規程などの職務遂行上必
要となる諸規定類を整備し、規定
に基づく適切な処理が実施されて
いる。
また、本社内部監査室による定期
的な内部監査を実施しており、十
分な内部統制態勢及びコンプライ
アンス態勢が構築されている。

職員配置

仕様書に定める有資格者を含め、
各業務に必要な人員を年中無休体
制に合わせ効率的な勤務シフトに
より配置し、お客様サービスに努
めている。

仕様書に定められた配置基準を満
たす人員を配置し、年中無休で
サービスを提供できる体制となっ
ている。

緊急時の体制

利用者の安全確保を最優先に迅速
な対応ができるように、緊急時連
絡網・体制を整備し緊急時に備え
ており、年2回の消防訓練に加えＩ
ＳＯ２２３０１を取り入れた防災
訓練を毎月実施し、広域物資拠点
としての職員の訓練・指導を行っ
ており、全てのスタッフが避難時
の隊長として行動できるよう訓練
し、責任者が不在の時でも適切に
対応できる体制を整えている。
管理職員には会社支給の携帯電話
を配布し、緊急時には連絡がとれ
るように体制を取っている。
また、感染症対策のフローチャー
トを作成し有事の際、運営に支障
が出ないよう、体制を整えてい
る。



項　　目
人事課の

評価
細項目 指定管理者による自己評価 施設所管課の評価

労働関係法令
遵守の状況

A A

A A
利用者サービ
スの維持向上

の状況

利用促進

利用促進を目的に以下施策を継続
中
　　　　　　（令和５年度実績）
①コロナ禍だったため積極的な営
業を自粛していたが、イベント自
粛の風潮の中でも、利用いただい
た利用者に対して、次回以降の利
用について営業を行い、継続して
利用をいただけるよう努めた。規
制緩和後は電話営業を再開し、利
用がなくなった利用者に対しては
利用いただけない理由を聞きとる
等、今後の改善の参考になるよう
情報収集に努めている。
②新規見込み利用者に対する情報
誌の定期的な送付。（送付先　８
１０件）
③イベント業務管理士１級の資格
を取得した職員を配置し、利用者
目線での設営及び運営時の提案や
注意点のアドバイスを行い、安心
して利用できると好評をいただい
ている。
④毎月開催のCS（顧客満足）委員
会（全社組織）の決定に基づき
サービス向上を目的に「百の改
善、十の改良、一の改革」活動
（業務改善活動）に参画、CSの取
り組みとして、PCやスマホ出力の
出力変換器の貸出、敷地南側入口
サイン表示をはっきりと見せるた
めLEDへ切替、エントランスにイ
ンフォメーションモニターを追加
設置する等、令和５年度は５１件
の取組を実施した。

コロナ禍により、積極的な営業が
できない中でも、利用者に対して
次回利用の促しを行い、コロナの
５類感染症移行後は、コロナ禍前
と同じく電話営業を再開し、利用
しない理由も聞き取る等、今後の
改善も見据えながら、使用促進を
図っている。
情報誌の発行に加え、組織的な顧
客満足度向上のための活動とし
て、PCやスマホから会議室モニ
ターへの出力変換器の貸出やエン
トランスへの情報提供モニターを
設置する等、施設環境を改善した
ほか、大部分の職員がイベント業
務管理士の資格を取得して、イベ
ント開催に必要なアドバイスを行
い、安全なイベント開催を支援す
るとともに、予約受付等の対応時
間の延長や、土日祝日での受付対
応も継続するなど、利便性を向上
させ、より一層の顧客獲得に努め
ている。

労働関係法令

就業規則を制定し３６協定の締結
及び労働基準監督署への届出をは
じめ、契約職員・パートタイマー
等、期間雇用者に対する雇用契約
書の締結・更新も本社管理本部と
連携し、適正な運用を行ってい
る。
また、定期健康診断の実施等労働
関係諸法令を遵守した労務管理
や、働き方改革に向けての取組み
として、計画的な有給取得などを
実施している。
健康経営にも取り組み、全国健康
保険協会の「事業所まるごと健康
宣言＜知事賞＞」を受賞した。今
後も継続して心身の健康を促進
し、社員の活躍とおもてなしの向
上に努める。

就業規則の制定、３６協定の締
結、労働基準監督署への届出等が
適切に行われており、時間外労働
に対しては、割増賃金等が適切に
支給されている。
また、雇用者に定期健康診断を年1
回受診させ、受診結果を把握する
ほか、有給休暇の計画的な取得促
進など、労働関係法令等を遵守し
ている。
健康経営にも積極的に取り組み、
「事業所まるごと健康宣言」を行
い、知事賞を受賞することができ
た。

利用者数の状
況

大規模改修工事とコロナ禍に伴
い、平成３１年度以降、利用者が
激減してしまったが、安全性の確
保と打合せ時の対策を密に行い、
安心して利用いただけるよう務め
ることで、利用者数は回復傾向に
ある。
令和２年度　77,872人
令和３年度　91,645人
令和４年度　261,744人
令和５年度　377,016人

当初から予定されていた、令和２
～３年度の大規模改修工事による
施設休止に加え、令和２～４年度
に発生したコロナ禍により、利用
者数は大幅に減少したが、各種安
全対策に努めながら、利用者が安
心できる施設運用を継続したこと
で、利用者数は回復傾向にある。



項　　目
人事課の

評価
細項目 指定管理者による自己評価 施設所管課の評価

利用者サービ
スの維持向上

の状況
A A

広報・PR・情報提供の場として、
以下の施策を実施している。
①イベント情報誌の配布
　９千枚、配布1５６か所
　実施　６回／年
②香川の電子書籍への掲載
　　　　　（kagawa e-books）
　上記①に合わせ内容更新
③自社ホームページへの掲載
　イベント情報を毎月更新
④業界紙（MICE JAPAN）への
　掲載　年１２回
⑤２０２２年４月～２０２３年５
月の間イベント情報誌に「新しい
生活様式」の啓発を掲載。

イベント情報誌、業界紙等による
広報のほか、ホームページ等によ
りＰＲや情報提供が効果的に実施
されている。
コロナ禍においては、情報誌で県
の「新しい生活様式」の啓発にも
努めた。

利用者満足度
調査

CS（顧客満足）活動の一環とし
て、令和５年度下期に「顧客満足
度調査」のアンケートを実施し
た。
アンケート内容を分析し、項目別
に即時対応事項か、あるいは中長
期検討事項か、また施設単独対応
事項か、あるいは県との協議事項
か等に分類し逐次利用者サービス
の向上に反映させるべく対応策の
検討を進めている。
※アンケート有効回答数　174件

「顧客満足度調査」などＣＳ活動
を実施し、利用者からの要望や改
善すべき課題を分析したうえで対
応を検討するとともに、必要に応
じて県と協議し、サービスの向上
に努めている。

苦情等への
対応

ＩＳＯ10002（苦情対応マネジメ
ントシステム）による対応基準を
定め、利用者の意見を記録し現場
対応できる事項については迅速に
対応しており、案件に応じて、所
管課への報告を行うと共に、職員
間での情報共有と再発防止対策を
行っている。

ＩＳＯ10002を取得し、対応基準
を定めて、利用者からの苦情、要
望等に対しては迅速に対応すると
ともに、県へ速やかに報告してい
る。

広報、ＰＲ、
情報提供の実
施

各種事業･
プログラムの
内容

①施設予約受付をホームページか
ら申請できるようにし、申込みの
手段を増やすことで、利用者の利
便性向上に努め、多くの利用者か
ら好評をいただいている。
②ホームページに感染症拡大に伴
うお願いやサンメッセ香川での対
策を明記し安心してご利用いただ
けるよう情報の提供に努めてい
る。
③１Ｆエントランスにおける、季
節に応じた飾り付け（正月飾り、
クリスマスツリー等）を継続して
行い、憩の場を提供している。
④大規模改修期間中においてレス
トランの営業がわかりにくくなっ
てしまうため、利用者にわかりや
すく情報を提供できるよう、誘導
看板の設置や工事用バリケード
に、レストランをイメージしたた
イラストが施されたシートを設置
し、館内の雰囲気づくりに努め
た。

ホームページから施設予約の受付
が出来るようにすることで、時間
を問わず予約ができるようにな
り、多くの利用者の利便性向上に
寄与した。
予約受付等の対応時間の延長や、
土日祝日での受付対応を継続した
ほか、エントランスにて季節に応
じた館内の飾り付けを実施し、大
規模改修期間中においても、レス
トランへの誘導看板を設置する
等、館内の雰囲気づくりに努め
た。



項　　目
人事課の

評価
細項目 指定管理者による自己評価 施設所管課の評価

《評価指標》 Ｓ：従前の管理水準や仕様書等に定める水準を上回っている。
Ａ：従前の管理水準や仕様書等に定める水準を実施している。
Ｂ：従前の管理水準や仕様書等に定める水準を概ね実施しているが、一部改善を期待する部分がある。
Ｃ：従前の管理水準や仕様書等に定める水準を下回っている。

人事･行革
課の評価

Ａ A

《評価指標》 Ｓ：適正であり、優れた実績をあげている。
Ａ：適正である。
Ｂ：概ね適正であるが、一部改善を期待する。
Ｃ：改善が必要である。

総　合　評　価

施　設　所　管　課　の　評　価

・施設の管理運営については、協定書で定められた仕様に基づき、安全
性の確保を第一として、適切に実施している。
・法令等の遵守については、各種関係法令等に基づき、必要な管理体制
等を整え、徹底している。
・労働関係法令の遵守状況についても、関係法令を遵守した適切な労務
管理が実施されている。
・利用者サービスの維持向上の状況については、利用者からのオンライ
ン会議の要望に応え、２階会議室内でWifiサービスを開始し、ホーム
ページでの施設予約受付も可能にする等、施設利用環境を改善したほ
か、大部分の職員がイベント業務管理士の資格を取得して、イベント主
催者へのアドバイスを行うなど利用促進、利便性向上のための取組みを
積極的に実施している。
・収支の状況については、経費削減に取り組むとともに、適正に会計処
理を行っている。

収支の状況

経費節減の取
組

以下の諸施策を実施・継続中
①LED照明機器への交換。
②電力会社との契約見直し。
③ＩＳＯ１４００１（環境マネジ
メントシステム）による節水・節
電の取組。
④香川県環境政策課で取り組んで
いる「省エネルギー講座」「かが
わ省エネ節電所」「ライトダウン
キャンペーン」等に参加し会議等
で情報共有を図り職員の意識向上
に取り組んでいる。
⑤クールビズ、ウォームビズの実
施。
⑥会場利用がない間のエントラン
ス等共用スペースの照明の間引
き、空調運転の停止。

ランニングコスト削減の取組みを
実施するとともに、省エネルギー
に配慮し、県有施設として節水・
節電に率先して取り組んでいる。

収支の状況の
把握

月次収支状況チェック並びに四半
期ごとの全体社内会議により施設
の収支状況を把握し、改善策を随
時検討・実行している。
なお、毎年４月に協定書に基づき
県の施設所管課に対しても管理業
務報告により、収支状況を報告し
ている。

収支は、人件費、修繕費、消耗品
費などの項目ごとに、毎月及び四
半期毎の増減状況を把握し、改善
に努めている。

会計処理の状
況

協定書に定められた事業報告書の
収支決算の正当性を担保するため
に、会計処理を担当する社員を配
置し、定められた会計基準に沿っ
た適正な会計事務を行っている。
現金、預金通帳等の現物や印章の
取り扱いについても、保管手続を
遵守し厳重な管理を行っており、
本社内部監査室による定期的な内
部監査において適正と判定を受け
ている。

各種会計処理にあたっては、複数
名によるチェックが実施されてお
り、帳簿の作成・管理、現金の保
管状況も適切である。
また、本社内部監査室による定期
的な監査においても、会計処理の
状況が確認されている。

A A


